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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 11,278 △4.0 953 △9.6 775 △33.8 439 △61.4

21年3月期第2四半期 11,751 ― 1,055 ― 1,171 ― 1,136 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 2.39 ―

21年3月期第2四半期 6.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 53,007 43,086 81.1 233.76
21年3月期 52,418 43,105 82.0 233.76

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  42,982百万円 21年3月期  42,994百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 3.00 3.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,120 △2.4 2,170 △1.0 1,950 △10.4 1,560 19.9 8.48
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
 [ (注) 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他 をご覧下さい。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、様々な要因により上記予想数値と異なる場合がありま
す。なお、上記予想に関する事項は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 208,195,689株 21年3月期  208,195,689株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  24,324,367株 21年3月期  24,273,780株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 183,889,206株 21年3月期第2四半期 183,319,633株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

1. 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年度後半から急速に悪化した景気も、生産・輸出の回復基調

から、一部に回復の兆しが見られましたが、急激な円高の進行による企業収益への影響が懸念され、雇用および所得

環境も厳しさを増す中で個人消費の低迷は続き、景気は先行き不透明な状況が続いております。 

繊維業界においても、消費マインドの冷え込みや、消費者の低価格志向により、長期にわたり個人消費の低迷が続き、

依然として厳しい経営環境が続いております。 

このような状況において、当社グループは、原料加工から最終製品までを一貫生産し販売する専業メーカーとしての

特性を活かし、市場のニーズに対応した差別化商品の企画開発を進めてまいりました。また、グループ全社を挙げて効

率性アップに取り組み、収益改善に努めておりますが、個人消費の低迷の影響を受け、厳しい経営環境が続いておりま

す。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 11,278 百万円(前年同期比 4.0％減)となり、コストダウンや経費削

減に努めましたが、売上の減少による影響をカバーするまでに至らず、営業利益は 953 百万円(前年同期比 9.6％減)と

なりました。また、円高に伴う外貨建資産の為替差損の計上等により、経常利益は 775 百万円(前年同期比 33.8％減)と

なり、収益改善を目的とした国内工場の再編による事業再編損失および投資有価証券評価損を特別損失に計上したこ

と等により、四半期純利益は 439 百万円(前年同期比 61.4％減)となりました。 

 

事業の種類別セグメントの状況は、次の通りであります。 

〔繊維事業〕 

靴下部門は、一部のヒット商品はあるものの、消費低迷の影響により、全体としては低調に推移しました。その中で

も、レギンス、柄ストッキング等のファッショントレンド商品は好調に推移しましたが、ベーシック商品の低迷をカバー

するには至らず、同部門の売上高は 9,048 百万円(前年同期比 2.8％減)となりました。 

インナーウエア部門は、新ブランドの展開など市場の拡大に努めましたが、市況は依然として低調に推移しており、

売上高は 1,640 百万円(前年同期比 9.7％減)となりました。 

これらの結果、繊維セグメント全体では売上高 10,688 百万円(前年同期比 3.9％減)、営業利益は 730 百万円(前

年同期比 11.5％減)となりました。 

 

〔非繊維事業〕 

非繊維事業については、介護用品は引続き順調に推移しましたが、依然として不動産売上が長引く不動産不況

の影響を受け、低迷を続けております。その結果、非繊維セグメント全体では売上高 589 百万円(前年同期比 6.4％

減)、営業利益は 223 百万円(前年同期比 3.0％減)となりました。 

 

2. 連結財政状態に関する定性的情報 

(1) 連結財政状態 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は 53,007 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 588 百万円増加

いたしました。主な増減内容は、現預金の減少 361 百万円、売上債権の増加 269 百万円、たな卸資産の増加 438 百

万円、有形固定資産の減少 712 百万円、株式の市場価格の上昇により時価が回復したことによる投資有価証券の増

加 963 百万円等によるものであります。 

負債の部は、9,920 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 607 百万円増加いたしました。内容は、時価評価によ

る通貨オプションの増加 714 百万円、退職給付引当金の減少 103 百万円等によるものであります。 

純資産の部は、43,086 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 18 百万円減少いたしました。四半期純利益を 439

百万円計上しましたが、前期決算に係る配当金 551 百万円等により、利益剰余金合計では 112 百万円の減少となり、

その他有価証券評価差額金および繰延ヘッジ損益の増減等により、評価･換算差額等が 106 百万円増加したこと等

によるものであります。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末の 82.0％から 81.1％に低下して

おります。 
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(2) 連結キャッシュ･フローの状況 

営業活動によるキャッシュ･フローは、税金等調整前四半期純利益470百万円の計上と、減価償却費595百万円に

よる収入がありましたが、売上債権の増加 280 百万円、及びたな卸資産の増加 494 百万円等による支出により、差引

519 百万円の収入となりました。 

投資活動によるキャッシュ･フローは、主に有形固定資産の取得により、103 百万円の支出となりました。 

財務活動によるキャッシュ･フローは、主に配当金の支払いにより、549 百万円の支出となりました。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ 261

百万円減少し、7,431 百万円となりました。 

 

 

3. 連結業績予想に関する定性的情報 

今後の見通しについては、依然として不透明な経済情勢が続くことが予想されます。個人消費の回復も期待できず、

当社グループを取巻く環境は引き続き厳しい状況で推移していくものと予想されます。このような状況の中で、第３四半

期以降の秋冬シーズンに向けて厚手の季節商品と、好調を続けているファッショントレンド商品の売上拡大に注力し、こ

れまで以上の経営の効率化、合理化を進め、目標の達成に全力を挙げて取り組んでまいります。 

第２四半期の連結業績を踏まえ、平成 21 年５月 15 日に公表しました通期の連結業績予想を修正しております。詳細

は平成 21 年 10 月 23 日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

 

4. その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

固定資産の減価償却費の算定方法 

   定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法の変更 

  該当事項はありません。 

 

 

 



5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,431 7,793

受取手形及び売掛金 4,006 3,737

商品及び製品 4,143 3,486

仕掛品 1,892 2,034

原材料及び貯蔵品 532 607

繰延税金資産 346 336

その他 323 273

貸倒引当金 △36 △36

流動資産合計 18,639 18,233

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,271 6,496

機械装置及び運搬具（純額） 3,563 4,051

工具、器具及び備品（純額） 130 133

土地 17,299 17,299

建設仮勘定 169 167

有形固定資産合計 27,434 28,147

無形固定資産 501 546

投資その他の資産   

投資有価証券 5,772 4,809

その他 663 688

貸倒引当金 △5 △6

投資その他の資産合計 6,431 5,490

固定資産合計 34,367 34,184

資産合計 53,007 52,418
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,421 2,401

未払法人税等 83 93

賞与引当金 172 179

その他 2,553 1,807

流動負債合計 5,230 4,481

固定負債   

再評価に係る繰延税金負債 2,460 2,460

退職給付引当金 1,557 1,661

その他 671 709

固定負債合計 4,690 4,830

負債合計 9,920 9,312

純資産の部   

株主資本   

資本金 31,706 31,706

資本剰余金 11,389 11,389

利益剰余金 6,126 6,238

自己株式 △2,407 △2,400

株主資本合計 46,814 46,933

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △534 △1,575

繰延ヘッジ損益 △1,290 △575

土地再評価差額金 △1,680 △1,680

為替換算調整勘定 △326 △107

評価・換算差額等合計 △3,832 △3,939

少数株主持分 104 111

純資産合計 43,086 43,105

負債純資産合計 53,007 52,418
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 11,751 11,278

売上原価 7,049 6,809

売上総利益 4,702 4,468

販売費及び一般管理費 3,646 3,514

営業利益 1,055 953

営業外収益   

受取利息及び配当金 90 76

持分法による投資利益 21 9

為替差益 19 －

その他 26 47

営業外収益合計 158 133

営業外費用   

租税公課 14 14

為替差損 － 271

その他 28 26

営業外費用合計 43 311

経常利益 1,171 775

特別利益   

固定資産売却益 41 －

貸倒引当金戻入額 － 0

投資有価証券売却益 0 9

特別利益合計 42 10

特別損失   

固定資産除却損 5 3

投資有価証券評価損 2 114

事業再編損 － 196

特別損失合計 7 314

税金等調整前四半期純利益 1,205 470

法人税、住民税及び事業税 83 38

法人税等調整額 △22 △9

法人税等合計 61 28

少数株主利益 7 2

四半期純利益 1,136 439
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,205 470

減価償却費 683 595

のれん償却額 － 23

退職給付引当金の増減額（△は減少） △194 △102

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △6 △6

受取利息及び受取配当金 △90 △76

持分法による投資損益（△は益） △21 △9

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △9

投資有価証券評価損益（△は益） 2 114

有形固定資産売却損益（△は益） △41 －

有形固定資産除却損 5 3

売上債権の増減額（△は増加） △142 △280

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,009 △494

仕入債務の増減額（△は減少） 528 28

未払消費税等の増減額（△は減少） △39 △12

事業再編損失 － 177

その他 △376 33

小計 505 452

利息及び配当金の受取額 79 83

法人税等の支払額 △49 △54

法人税等の還付額 － 37

営業活動によるキャッシュ・フロー 535 519

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 100

有形固定資産の取得による支出 △464 △170

有形固定資産の売却による収入 170 －

無形固定資産の取得による支出 △52 △5

投資有価証券の取得による支出 △60 △420

投資有価証券の売却による収入 36 393

投資活動によるキャッシュ・フロー △370 △103

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △544 △542

自己株式の増減額（△は増加） △14 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー △558 △549

現金及び現金同等物に係る換算差額 35 △128

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △357 △261

現金及び現金同等物の期首残高 7,087 7,693

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,729 7,431
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(4)　継続企業の前提に関する注記

当第２四半期連結累計期間　（平成21年４月１日　～　平成21年９月30日）

　 該当事項はありません。

(5)　セグメント情報

　【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間　（平成20年４月１日　～　平成20年９月30日）
（単位：百万円）

繊維事業 非繊維事業 計 消去又は全社 連結

11,121 629 11,751 ― 11,751

11,121 629 11,751 (0) 11,751

825 230 1,055 (0) 1,055

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　事業の内容

(1) 繊維事業・・・・・靴下及びインナーウエア等の製造及び販売

(2) 非繊維事業・・・不動産の販売及び賃貸、介護用品の製造及び販売

当第２四半期連結累計期間　（平成21年４月１日　～　平成21年９月30日）
（単位：百万円）

繊維事業 非繊維事業 計 消去又は全社 連結

10,688 589 11,278 ― 11,278

10,689 589 11,278 (0) 11,278

730 223 953 (0) 953

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　事業の内容

(1) 繊維事業・・・・・靴下及びインナーウエア等の製造及び販売

(2) 非繊維事業・・・不動産の販売及び賃貸、介護用品の製造及び販売

0

0
　　又は振替高

計

営業利益

(0) ―

営業利益

0 ―

　売上高

(1) 外部顧客に対する売上高

(2) セグメント間の内部売上高

　　又は振替高
(0) ―

計

　売上高

(1) 外部顧客に対する売上高

(2) セグメント間の内部売上高
0 ―
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　【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間　（平成20年４月１日　～　平成20年９月30日）
（単位：百万円）

日本 中国 計 消去又は全社 連結

11,574 177 11,751 ― 11,751

11,736 2,222 13,959 (2,208) 11,751

1,174 122 1,296 (241) 1,055

当第２四半期連結累計期間　（平成21年４月１日　～　平成21年９月30日）
（単位：百万円）

日本 中国 計 消去又は全社 連結

11,007 270 11,278 ― 11,278

11,199 2,214 13,414 (2,136) 11,278

1,072 150 1,222 (268) 953

　【海外売上高】

前第２四半期連結累計期間　（平成20年４月１日　～　平成20年９月30日）

　 海外売上高が、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

当第２四半期連結累計期間　（平成21年４月１日　～　平成21年９月30日）

　 海外売上高が、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

(6)　株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

当第２四半期連結累計期間　（平成21年４月１日　～　平成21年９月30日）

　 該当事項はありません。

―
　　又は振替高

計

営業利益

2,136 (2,136)

(1) 外部顧客に対する売上高

(2) セグメント間の内部売上高
192 1,944

　売上高

　売上高

(1) 外部顧客に対する売上高

(2) セグメント間の内部売上高

計

営業利益

―
　　又は振替高

2,208 (2,208)162 2,045
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